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肥
前
多
久

『御
屋
形
日
記
』
の
中
の
石
炭
記
事
（
一
）

細

川

章

肥
前
佐
賀
藩
で
多
久
邑
の
領
主
で
あ

っ
た
多
久
家
に
残
さ
れ
た
記
録
資
料
の

中
に
、

天
和
二
年

二

六
へ
こ
)
か
ら
明
治
に
か
け
て
記
さ
れ
た

『
御
屋
形
日

記
』

一
〇
一

冊
が
あ
る
。
他

の
日
記
類
と
共
に
、
当
時
の
多
久
を
知
る
上
で
基

本
的
な
文
書
群
で
あ
る
Q

先
頃
、

こ
の

『
御
屋
形
日
記

』
の
宝
暦
元
年

(
一
七
五

一
)
の
項
に

「
石
炭
」

に
関
す
る
記
事
を
見
出
し
た
。
こ
れ
ま

で
佐
賀
藩
内
で
宝
暦
年
間
に
遡
る
石
炭

関
係

の
記
録
を
聞
か
な
い
よ
う
に
思
う

の
で
、
何
か
の
参
考
に
な
れ
ば
と
此
処

に
紹
介
し
て
み
た
い
と
思
う
。

『
御
屋
形
日
記

』
宝
暦
元
年

口
月
よ
り
同
二
年
八
月
ま
で
の
中
よ
り

「
宝
暦
元
年

十
月
廿
三
日

一
大
崎
村
之
内
大
副
山
油
石
有
之
、

石
炭
焼
度
由
、
福
母
村
源
太
郎
と
申
者

相
願
付
及
吟
味
候
処
、
御
山
方
役
中
ぷ
見
分
被
仕
候
様
、
御
当
役
御
中
御

山
方
被
相
達
候
事
」

「
(
宝
暦
元
年
)
十

一
月
十
七
日

一
大
崎
村
大
副
山
油
石
焼
炭
願
指
出
候
末
、
伺

二
相
成
、
願
之
通
被
指
免
候

段
筋

3
申
達
候
事
」

ω

は

じ

め

に

「
大

副

山

油

石

」

と

出

て
来

る

が
、

当
時

多

久

地

区

で

も

石
炭

を
油

石

と

呼

ん

だ

の

か
、

頁
炭

を
指

し

て

い

る

の

か
、

も

っ
と

別

の

も

の

の

呼

称

で

あ

る

の
か

定

か

で

な

い

が
、

続

い

て

「
石
炭

焼

度

:

:

」

と

あ

る

の

で

一
応

石
炭

と

同

質

の
も

の

と

し

て
考

え

た

。

此
処

に

は
採

掘

に

つ

い

て
何

も

触

れ

て

な

い

の

で
露

頭

の

石
炭

で

あ

っ
た

の
だ

ろ

う

か

。

こ

れ

は

現

在

大

崎

町

(
大

副

山

の
あ

る
町

名

)

に
住

む

人

の
話

で

も
、

明

治

期

に

は

炭

層

も

浅

く

地
表

近

く

露

出

し

て

い

る
箇

所

も

あ

っ
た

と

い

う

こ
と

で
あ

る

か

ら
、

初

期

に

於

て
は

露

天
採

取

が

可
能

で

あ

っ
た

も

の

と

思

わ

れ

る
。

勿

論

当

時
佐

賀

領

内

で
生

の

石
炭

を

使

用

す

る

こ

と

は

考

え

ら
れ

な

か

っ

た

の

で
、

当

然

の

こ
と

と

し

て
焼

炭

を

願

出

て

い

る

o

大

副
山

は
、

年

代

は

下

る

が
本

誌
№

4

の

「
『
草

場
佩
川

日
記

』
の
中

の

石

炭

記

事

」

に

書

い
た

よ

う

に
、

天

保

二

年

二

へ

三

一
)

正

月

に

は

お

仕

組

山

と

し

て
本
格

的

に

採

炭

さ
れ

て
い

る

。

〔
こ
れ

は
今

ま

で

『
杵

島

郡

便

覧

』

(
昭

和

二

十

九

年
刊

)

を

は

じ

め

大

副

山

に

関

す

る

記

述

の
幾

つ
か

が

天

保

へ

年

に

し

て
い

る
が

、

そ

の

根
拠

が

は

っ
き

り

し

な

い

の

で
私

と

し

て

は

『
草

場
佩

川

日

記

』
の
記

事

を
採

り

た

い
。

〕

ま
た

、

か

の
有

名

な

大

崎

へ
幡

宮

の
炭

坑

絵

馬

を

奉
納

し

た

稗

田
麟

蔵

が
、

多

久

家

の
命

に

よ

っ

て

こ

の
大

副

山

の
採

炭

に

着

手

す

る

の
は
、

嫡

男
市

郎

次

が
生

れ

た

元

治

元

年

二

へ
六

四

)

と

い
わ

れ

て

い

る

。

こ

の
時

の
炭

坑

や
労

働

、

石
炭

運

送

の
様

子

は

此

の
炭

坑

絵

馬

に

ま

こ

と

に

写

実

的

に

描

き

出

さ
れ

て
い

る

。

大

副

山

は

明
治

後

期

に

は

多

久

出

身

の
高

取
.伊

好

に

よ

っ

て
、

福

母

と
共

に
杵

島

坑

業

に

組

み

込

ま

れ

て

い

く
。

②

次

に

福

母
村

(
布

久

母

と

も
書

か

れ

る

)

の

こ

と

で

あ

る

が
、

水

江

竜

造

寺

で
あ

る
多

久

家

の
事

蹟

を

記

し

た

『
水

江

事

略

券

七

安

順

公

(
註

・
初

代

邑

主

)

譜

下

』
に

ょ
る

と
、

天
和

七

年

へ

月

の
項

に
、

「

(
佐

賀

藩

)

国

家

当

今

至
極

ノ
御

差

支

二
付
、

大

守

ヨ
リ

国

中

ノ
諸

士

ヲ

（
武
雄
・
諫
早
・

須
古
)

シ

テ
反

銭

反
米

ヲ
出

サ

シ

メ

ン
事

ヲ

命

セ

ラ

ル
、

我

公

御

同

列

三

家

ト
仰

合

ハ
サ

レ
ケ

ル

ハ
、

今

反

銭

等

相

掛

プ

ル

・
二
於

テ

ハ
国

家

弥

衰

微

二
及

ヒ
、

国

中

ノ
人

気

蓋

惰

落

セ

ン
、

止

事

ヲ

得

ス
、

我

々

四
家

ヨ
リ

両

三

年

ノ
間

三



分

地

ヲ
差

上

ケ
、

国

用

ヲ
補

ヒ
家

中

ヲ
救

ハ
ン

ヨ
リ

外

ナ

シ
ト
申

合

サ

レ
、

各

三
分

地

を

出

サ

ル
、

爾

来

終

二
回

ラ

ス

シ
テ

永

ク

公

田

ト
成

、

此

時

御

当
家

ヨ
リ

差

出

サ

ル

・
処

ノ
村

々

上

嘉

瀬

砥

川

福

母

喜

佐

木

大

渡

以

上

五

ケ
村

地
米

三

千

四

百

五
十

石

鯨

ナ

リ

」

と

あ

っ

て
、

多

久

領

主

か

ら

鍋

島

本

藩

へ
差

出

さ

れ

た

村

の
中

に
福

母

が

あ

り

、

そ

の
移

譲

の
経

過

が
分

る
。

以
後

『
御

屋

形

日
記

』
の
中

に

は

「
御

蔵

入
福

母

村

」

と

し

て
出

て

く

る

よ

う

に

な

る

が
、

隣

接

し

て

い

る

の

で
縁

組

や
火

災

、

天

災

の
都

度

関

り

合

い

は

深

く

続

い

て

い
た

。

大

体

佐

賀

藩

内

で
最

も

早

く

石
炭

採

掘

が

な
さ

れ

た

の

は
福

母

と

い

う

こ

と

に

な

っ

て
お

り
、

『
鉱

山

沿
革

調

』
に

も

福

母

坑

の
沿

革

に

「
今

ヲ

去

ル

百

年
余

(
年

月

不

詳

)

発

見

シ
其

以

来

興

発

存

亡
、

慶

応

二

年

ヨ
リ
開

業

.

.

:

」

と

あ

り
、

初

め

て
福

母

に

石
炭

が

発

見

さ

れ

た

の
は

凡

そ
安

永

年

間

と

い

う

こ

と

に

な

る

o

然

し
、

宝

暦

元

年

十

月

廿

三

日

福

母

村

源

太

郎

は
、

至
極

当

然

の

こ
と

の

よ

う

に

石
炭

焼

を

願

出

て

居

り
、

多

久

邑

で
も

さ

し

た

る

抵

抗

も

な

い

ま

ま

許

可

し

て

い
る

の

は
、

既

に

福

母

に

於

て
も

、

多

久

に
於

て
も

石
炭

焼

に

関

る

こ
と

が
、

そ

れ

程

珍

し

い

こ

と

で
は

な

か

っ
た

の

で

は

な

い

で
あ

ろ
う

か
。

恐

ら

く

こ
れ

が

多

久

私

領

内

の

出
来

事

で
あ

っ
た

ら

、

日
記

の
記

事

と

し

て

書

き

留

め

ら

れ

る

程

の

こ

と

で

は

な

か

っ
た

の

か

も
知

れ

な

い

Q

と

思

う

の

は
、

こ

の
宝

暦

元

年
を

境

に

し

て
数

年

間

の

「
御

屋

形

日

記

」

を

繰

っ
て

み

た

が
、

遂

に

類

似

の
記

録

に
出

合

わ

な

か

っ
た

。

先

に
書

い

た

「
草

場
佩

川

日

記

」

の
中

の
大

副

山
採

掘

の

記

事

も

年

月

を

照

し
合

せ

て
調

べ

て
み

た

が

「
御

屋

形

日
記

」

の
方

に

は
書

か

れ

て
い

な

か

っ
た

の

で

あ

る

。

な

お
、

宝

暦
-

安

永

よ
り

さ

ら

に

年

代

は

下

る

が
、

文

政

九

年

(
一
八

二

六
)

に

ジ
ー

ボ

ル

ト
が

江

戸

の

「
将

軍

の
居

城

」

へ
旅

を

し

た
際

の
旅

行

記

『
江

戸
参

府

紀

行

』
に
、

肥

前

の

ウ

ク

モ
ト

(
W
u
k
u
m
o
t
o
)

で
炭

坑

を

視

察

し

た
記

事

が
書

き

と

め

ら

れ

て
お

り

、

こ

の

ウ

ク

モ
ト
は

福

母

で
あ

ろ

う

と
准

定

さ
れ

て

い

る

∪

～

執

筆

者

紹

介

田

中

直

樹

東

定

宣

昌

秀

村

選

三

米

津

三

郎

町

田

保

次

今

野

孝

坪

内

安

衛

細

川

章

入

江

寿

紀

左

合

藤
三
郎

金

子

雨

石

今

津

健

治

八

田

千
恵
子

(掲
載
順
)

日
本
大
学
講
師

(生
産
工
学
部
)

九
州
大
学
経
済
学
部
助
手

九
州
大
学
教
授

(
経
済
学
部

)

福
岡
県
地
方
史
連
絡
協
議
会
副
会
長

佐
賀
行
政
監
察
局
勤
務

麻
生

セ
メ
ン
ト
本
社
社
史
資
料
室
勤
務

私
設
伊
万
里
湾
域
石
炭
産
業
史
資
料
室

(
元
立
川
鉱
業
所
労
組
委
員
長
)

多
久
市
立
図
書
館
司
書

西
日
本
鉄
道
本
社
勤
務

元

『
日
本
労
務
管
理
年
誌

』
編
集
委
員

田
川
郷
土
研
究
会

々
員

(
元
貝
島
炭
鉱
職
員
)

神
戸
大
学
助
教
授

(教
養
部
)

佐
賀
新
聞
社
勤
務

～
{

}一


